
第６回 研究報告会
一般財団法人ベターリビング サステナブル居住研究センター

2019年 ２月５日（火） 14:３0～17:15
（受付開始14:00）

一般財団法人ベターリビング サステナブル居住研究センターでは、第６回
研究報告会を開催いたします。
第１部は、サステナブル居住研究センターの事業活動を分かりやすく紹介す

るとともに、関連情報をご提供いたします。第２部は、深尾精一センター長の
講演です。今回は、木造建築を取り上げます。
住宅、住宅部品に関わられる皆様の積極的なご参加をお待ちしています。

会場：一般財団法人ベターリビング ７階会議室
千代田区富士見２－７－２ ステージビルディング 飯田橋駅徒歩3分

【お問合せ先】 一般財団法人 ベターリビング サステナブル居住研究センター
〒102-0071 千代田区富士見2-7-2 ステージビルディング４階
担当 折田、村田 電話番号: 03-5211-0585 e-mail: slc@cbl.or.jp 

【プログラム】

【参加申込】 定員70名。参加費無料。先着順・事前登録制。
slc@cbl.or.jp宛に、「ご所属」「参加人数」「参加者全員の氏名・ふりがな」
「連絡先電話番号」「メールアドレス」を送信ください。

第１部

14:30～15:50

(1) サステナブル居住研究センター事業活動の紹介
①事業活動の概要 加藤 正宜
②自主研究「住宅部品の長期使用研究」 村田 幸隆

(2) 情報提供
①ＺＥＨの動向等 水上 洋子
②地域に根ざした伝統木造住宅施工技術者教育プログラムの概要

清水 一郎

第２部

16:00～17:15

講 演 「木造建築はサステナブルか？」
～木造建築・木材活用の最近の動向～

国産木材の有効活用が地球温暖化の抑制手段として重要と考え
られています。こうした木材活用に注目し、木造建築における持続
可能性について考えます。

深尾 精一


